
陸ガニの冬眠環境の研究 

１．はじめに 
大阪府南部に位置する府営「せんなん里海公園」は陸ガニの貴重な生息地である。長年

陸ガニの生息調査を続けてきて、その生息環境や生態が分かってきた。陸ガニの巣穴は調

査地全体の非常に限られた場所に集中して、傾斜のある樹林地や水辺付近に多く存在して

いる。種類別に出現個体数が多いのは、アカテガニ、次いでクロベンケイガニ、ベンケイ

ガニとなっている。アカテガニは水辺から比較的水から離れた樹林地内の勾配が比較的緩

やかな傾斜地から急な傾斜地と生息場所が多様である一方で、クロベンケイガニは水辺付

近の傾斜地に生息している。ベンカイガニはこの２種類の中間的な場所に出現する傾向に

あった。また、陸ガニは公園内のいくつかの水辺を中心に活動をすること、水辺周辺にた

くさんの巣穴がたくさん存在すること、海・川・森がつながった環境の下で世代交代が行

われることなどがわかってきた。しかし、陸ガニの冬眠についての研究は少なく、どのよ

うな環境のもとで越冬するのかを調べてみた。  今回は水辺環境と越冬場所の関連を調

べることにした。 
 
２．陸ガニの生活史 
陸ガニは７月下旬～９月下旬頃にかけて放卵し、すぐに海に出てゾエアとなりメガロッ

パ幼生となって、その後稚ガニとなって成体時代のほとんどを陸上で過ごす。上陸した稚

ガニ（甲羅の幅が 1.5cmぐらいまで）は、湧き水のあるごく限られた巣穴に移動し、湧き
水のある巣穴で冬眠する。 
水辺は陸ガニの活動に欠かせないものであるが、冬眠時も水分を必要とするものと考え

稚ガニに着目して巣穴と稚ガニが集中している A～D地点を冬眠に適している場所として
冬季の観察を試みた。そして、人工飼育の陸ガニの行動や 1～５月の気温データをもとに
冬眠環境を探った。 

 
３．研究の方法 
A、自然条件下の陸ガニの冬眠観察 
  ○ 稚ガニ調査 
○ 巣穴付近の環境 
○ 巣穴の水温と周辺の環境 
○ わかったこと 

B．人工飼育による陸ガニの冬眠観察 
○ 気温の変化と陸ガニの活動 
○ 温度変化と陸ガニの活動 
○ 冬眠中の体重変化 
○ わかったこと 

C,人工飼育と自然条件下の冬眠環境の比較 
４．研究内容 
A, 自然条件下の陸ガニの冬眠観察 



観察１．巣穴付近の環境 
資料①にある調査から数年経ち、資料の３班の地点は改造されており調査ができないが、

陸ガニの生息数が多い４～7班の水辺付近の地点を新たに A,B,C,D,E地点として、巣穴付
近の環境を調べた。 

 
A地点 
  南海電車の踏切を海側に降りた斜面に多数の巣穴が存在し、湧き水が染み出している。

2007年から 2008年にかけてこの地点付近で宅地造成が行われ、湧き水の採取が難しくな
ったところでもある。巣穴は水に浸る状態から半かわきの状態まであるが、粘土質で生育

に適しており、しかも観察に適した地点である。 
B地点 
 住宅地の生活廃水が流れ込む 3面コンクリートの用水路となっている。COD,BOD値が
高いが海に繋がる排水路となっているので陸ガニが生息している。 
C地点 
南海電車の陸橋の下にある湧き水地点である。リン酸、アンモニアが含まれているが、

雨の翌日だけ水質がよくなる。 
D地点 

C地点の西側 40m付近の水路となっている地点で、湧き水がある。 
E地点  
溜池から約 3km の長さで公園事務所の前に流れ込む小さな滝のある地点。水量は不規

則であるが、降雨時は流れが速くなり、この水を利用してビオトープ水路に水を引いてい

る。 
わかったこと 

・ 陸ガニの出現数が多い順は、A,D,E､C,Bとなっている。 
・ 公園内の地形は海岸段丘となっており、地下に水を通さない層があり、礫層と砂岩の

互層の崖となっているため、湧き水が出ておりたくさんの巣穴をつくっている。 
・ 湧き水があるのは、A,C,D地点である。 
 
観察２．稚ガニ調査 
以前に調査した稚ガニの生息地（資料①）をもとに A～E地点での稚ガニの数を調査し
た。夏に上陸したばかりの稚ガニ（甲羅が 1.5cm以下）は、水辺付近の巣穴や草むらで活
動しあまり活動範囲を広げないので、昨年の 9月と 10月の 2回巣穴付近で見かけた数を

A B C D 



記録した。  
 調査 

 A B C D E 
9月 23日（火） 16 4 0 12 15 
10月 12日（月） 6 0 0 5 4 

 
わかったこと 
・ A、D、E地点は巣穴の中でも湧き水が豊富な地点である。 
・ 稚ガニは行動範囲がせまいため、A,D,E地点で冬眠すると思われる。 
・ 稚ガニは A,E地点で見かけるが、A地点は巣穴が露出しており観察しやすいが、E地
点は小さな滝となっていて観察しにくい。 

 
観察３．巣穴の水温と周辺の環境 

A,D地点の巣穴は湧き水の水温を巣穴に温度計を差し込み、B,C,E地点は巣穴付近の水
辺の水温を測定した。測定した時刻は午後３時～５時で公園内の気温、水道水、海水温も

測定して比較を試みた。 
 
わかったこと 
・ A地点の巣穴温度は 11℃～12℃、C,D地点は 15℃～１６℃で一定しているが、B地点
は気温に支配される地点となっている。 

・ ３種の陸ガニのうちクロベンケイガニが一番速く冬眠から覚める。 
・ 気温が 20℃、水温が 14℃を越える日が続くようになると冬眠から覚める。 
 
B．飼育による陸ガニの冬眠観察 
○ 観察１．気温の変化と陸ガニの活動 

 夏の間に捕獲しておいた陸ガニ（アカテガニ５匹《内 稚ガニ 1 匹》、ベンケイガニ３
匹《内 稚ガニ 1匹》、クロベンカイガニ２匹）を縦 40×横 90×深さ 45cmのプラスティ
ク容器に、水がたまらないように底に穴をあけた容器を用意する。冬眠用に深さ 20cmぐ
らいまで土を入れ、地温を測る温度計と容器の中に水浴び用とえさを入れた小さな容器を

入れておく。 
 （ケース内の地温はほぼ気温と一致するため、測定していない。） 
結果 

資料④ 
わかったこと 
・ 平均気温が 10℃を越える事がない 1月は全ての陸ガニが冬眠状態であった。2月 1２
日～15日まで最高気温 20℃近くに達するようになった 2月 14日（気温 18℃）にクロ
ベンケイガニ 2 匹が地表に姿をあらわした。その後気温が下がり再び冬眠し、次に目
覚めたのは 3月 16日（気温 18℃）でその後はずっと冬眠状態であった。4月 7日か
らは気温が 20℃を越えるようになってまず、クロベンケイガニが地表に姿をあらわし、
9 日からはアカテガニ、ベンケイガニも姿を見せるようになった。１４日以降は気温



が１７℃～１８℃に少し下がったが水槽内では陸ガニの摂食行動が見られるようにな

った。 
・ 気温が 18度以上の日が続くと活動できる。 

 
○ 観察２．温度変化と陸ガニの活動 

冬眠中のアカテガニとベンケイガニを 1 匹ずつ 2℃、7℃、14℃、15℃の水に順に入れ、
陸ガニの動きを観察する。 
結果 
      資料⑤ 
わかったこと 
陸ガニが行動できる温度は 15℃を越える事が一つの条件となる。 

 
観察３．冬眠中の体重変化 
冬眠中の陸ガニ 10匹の体重変化を 1ヶ月ごとに測定する。 
結果  
 資料⑥ 
 
わかったこと 
・ 冬眠中の陸ガニは体重が少しずつ減っていく。冬眠中の体色も変化する。 
 
 
C,人工飼育と自然条件下の冬眠環境の比較 
湧き水が出る巣穴は冬季でも水温が一定していて、A地点は１２℃、C,D地点は１４～
１５℃で１月の平均気温１０度以下より暖かく、冬眠からさめるのも早い。３種の陸ガニ

のうちクロベンケイガニが一番速く冬眠から覚める。そして、気温が 20℃、水温が 14℃
を越える日が続くようになると冬眠から覚める。 
 人工飼育の陸ガニでは、2月 1２日～15日まで最高気温 20℃近くに達するようになった
2月 14日（気温 18℃）にクロベンケイガニ 2匹が地表に姿をあらわした。その後気温が
下がり再び冬眠し、次に目覚めたのは 3月 16日（気温 18℃）でその後はずっと冬眠状態
であった。4月 7日からは気温が 20℃を越えるようになってまず、クロベンケイガニが地
表に姿をあらわし、9日からはアカテガニ、ベンケイガニも姿を見せるようになった。 
湧き水の安定した水温の特性によって越冬場所にたどり着くと考えられる。 
また、陸ガニは足の付け根から水を取り入れ口から出しながら酸素を体内に取り入れて

いる。冬眠中といえども呼吸のために必要な酸素は、新鮮な水が常に供給できる湧き水を

必要とすると考えられる。 
 


